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沖縄本島における腸管寄生原虫嚢子の調査
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沖縄寄生虫予防協会

（1967 年1 月5 日　受領）

前　 言

沖縄本島は沖 縄群島中最 大 の 島（面積1 ，500　km2）で

平 坦な土地が多 く，年間降水量2，281　mm 以上，年平均

気温22．8°C，同湿度77．5％ を示し， 共に典型的亜熱帯

海洋性気 候を示してい る． このよ うに高温，多 雨である

ため寄生虫の蔓延 に適し， その種類，寄生率・量におい

て本土 をし のい でい ると思われるにかかわらず， 沖縄の

腸管寄生原 虫類 の 調査は 蠕虫類に 比べると遙かに少な

い．戦 前には湯本ら（1938） が石垣島の主として学童に

つい て， 戦後にはHunter　et　al．　（1949）が 沖 縄住民2，172

名につい て調査を実施し， また有馬（1955） が沖

縄本島 に近い 奄美 諸島（喜 界島，沖 永部島）の赤痢アメ

ーバ，大 腸アメーバの調査を行 なっ てい るほかは， これ

らの地域 におけ る詳しい報告は ほとんどみられない よう

であ る．

著者らは，幸い沖 縮寄生虫予防協会 の好意に より，沖

縄本島の隕られた地域ではあるが，　1966年8 月14 日～

！8 日，腸管寄生原虫類の調査を行な う機会を得たのでこ

こに報告する．

調 査地区 （辺戸） の位置と生活環 境

辺戸は沖縄本島の最北端， 海岸近くに位置し， 背後に

は傾斜のゆるやかな斜面が続く世帯数87 戸 ，人口486 人

の部落である． 行政的に は 沖縄本島北部の 国頭村に入

り， この村には沖縄本島で最も高い与那岳（498　nl）を始

めとナる大小の山が起伏してい る．これら南北にっ らな

る連山を分水嶺として東西に10 余の 川が流れ， 本島で

は水利 に恵まれた環境にあるとい える．しかし， か かる

水利 にもかかわらず 午後7 時～n 時の 間しか 配電され

（65 ）

公

央

ず，水道も各戸にはなくて共同の簡易水道が部落の1 何

所に設けられているにすぎない．住民の多くは農耕に従

事し，主としてサトウキビやパイナップル，米を栽培し

ており，ほかに畜産（主として養豚）が盛んである．住

民の衛生思想は低く，子供達の多くに化膿巣や湿疹など

がみられ，入浴もあまり行なわれておらず，夜になると

共同の井戸端で行水をする程度である．また近くに病院

もなく，ただ戦時中衛生兵をやっていた医介補のいる診

療所があるだけである．

調 査方 法

材料採取方法：屎便検査は1966 年8 月14 日から18

日までの間，調査地区のすべての年令層にわたり計285

名について行なった．部落民に小型のビニール袋を配付

し，それに扣指頭大の屎便を入れて提出させ，まず沖縄

寄生虫予防協会が蠕虫類調査（厚層塗抹法）に必要な量

だけとり，残りを原虫類の検査材料に供した．後者の大

部分は直ちにホルマリン固定（排便後3 ～4 時間以内）

を行なった．

検査方法：比較的簡易に施行しうるMGL 法【406　thMedica

】General　Laboratory　technic，　Formalin－Ethertechnic）

の変法によった．すなわち屎便を水で溶かし，

ガーゼ1 枚で遠心管に濾過し，遠心沈澱（2，500　rpm　3

分）した後，上清を捨て， その沈渣に10 ％ホルマリン

を約7ml 加えて10 分以上放置， 次い でエーテル約3ml

を加えてよく振とう，再び遠心沈澱，その沈渣にヨ

ード・ヨードカリ液（50　ml　の水にヨードカリ4g とヨ

ード結晶2g を溶解）をえ加て，18×18　mmのカバーグ

ラス1 枚をかけて鏡検（汕浸装置）した．



‘8

第1 表　沖縄本島（辺戸，首里）における腸管寄生原虫嚢子検査成績

1966 年8 月14 日～18 日　　（　　） 内は％

調 査 地 区

辺　 戸

首　 里

被検者数 陽性 者数

男　136　29（21．3）
女149　29（19．5）

285

男　　6

女　18

24

58（20．4）

2（33．3）

3（16．1）
一
5（20．8）

赤

ア メ

痢

バ

6（4．4）
6（4．0）

12（4．2）

著者らは上述の検査法により，現地でも，一部の鏡検

を行なったが，ホルマリン固定沈渣材料の大部分は新潟

大学へ持ち帰り， 材料入手のおよそ15 日後に再度遠心

沈澱して同様の検査を行なった．

調査成績および考察

調査対象は辺戸地区の285 名，首里地区の24 名の計309

名である．その成績は第1 表に示した． 検出原虫は6

種類，すべて原虫嚢子であった．なお著者らの成績と

比較参考にするため戦後日本および台湾の各地において

行なわれた原虫嚢子陽生者の調査成績を’第2 表に示し

た．

表に見られるように辺戸地区では原虫嚢子陽性者は58

名（20．4％）であり，首里地区では5 名（20．8％）

であった．

戦前，湯本ら（1938）の石垣島の主として学童につい

ての調査は原虫嚢子陽性者率41．3％，戦後Hunter　etal．　（1949）

が沖縄で大規模に行なった調査では陽性者率40．0％，

沖縄に隣接する台湾において黄ら（1952）が行

なった調査では烏來地区32．0％，羅東地区22．1％，南

澳地区20．1％を示し， また日本の南端鹿児島県におい

てRitchie　et　al．　（1952），阿部ら（1953）が行なった調

査ではそれぞれ40．5‰34．5　％の陽性者率であった．

近年本土で行なわれた調査では卜部ら（1957）京都n ．1

％，兵庫11．0％，一ノ瀬ら（1959）東京6．5％，堀ら（1964）

茨城8 ．6％，群馬5．9％，埼玉5．6％，神奈川5．1％，

松崎ら（1965）山梨17．8％，埼玉10．3％とい

ずれもかなり低率を示した．著者らの成績は沖縄におけ

るHunter　et　a1．　の調査よりはかなり低率ではあるが，

近年の日本国内の調査と比較するとかなりの高率であっ

た．

原虫種類別では特に重要な赤痢アメーバ寄生率を見る

と本調査では4．2％を示した．従来，沖縄における湯本

大

ア メ

腸　yJヽ 　 形　沃　　 度　メニ ール　 ランブ ル
ーバ　アメ ーバ　ア メーバ　鞭 毛 虫　鞭 毛 虫

3（2．2）
4（2．7）

7（2．5）

18（13．2）
17（11．4）

35（12．3）

1（16．6）　1（16．6）
2（11．1）

3（12．5）　1（　4．2）

2（1．5）　7（　5．1）
3（2．0）　4（　2．7）

5（1．7）　11　（　3．8）

1（16．6）
1（　5．5）

2（　8．3）

ら（1938）の7．9％，　Hunter　et　al．　（1949）の13．4％

より低く，台湾における黄ら（1952，　1957）の5．7％～3．3％

とほぼ等しく，本土における大鶴（1957）の0 ．9

％，卜部（1957）の1．2％～3．7％，一ノ瀬ら（1959）

の1．0％，管沼（1963）のO ％，堀ら（1964）のO。5

％，松崎ら（1965）の1．7％より高率である．赤痢アメ

ーバは一般に熱帯，亜熱帯地方に広く分布しており，そ

の感染方法も汚染された水の飲用によることが多いとさ

れている．本調査地区の生活環境を考えると，簡易水道

が見られるけれども共同で使用しており井戸も共用し，

井戸端で行水をするなど，水辺の衛生環境は不完全で雨

水，下水の滲透も充分考えられた．なお本検査は1 回に

とどまったのであるが，1 回の検査では真の寄生率のお

よそ1／3しか検出できないといわれているので，大部分

の材料が沈渣固定後直ちに鏡検できなかった負の条件と

共に，真の寄生率よりかなり低率であることも考慮して

おかねばならない． ランブル鞭毛虫につい ては女（2．7

％）より男（5．1％）の方が高率であった．

年令別にみた辺戸地区の原虫寄生状況は第3 表の通り

である（首里地区のものは検査数が不充分であるので省

略）．

一般に年令的特徴は認められないが，ランブル鞭毛虫

が9 才以下の群で11．4％と高率を示したことは注目さ

れる．ランブル鞭毛虫は幼年者に寄生率が高く，その消

化器疾患と関係あるといわれる．本原虫については湯本

ら（1938）の石垣島の主として学童14．3‰Hunter　etal．　（1949）

の沖縄の一般住民6．2％，黄ら（1957）の台

湾の学童6 ．9‰ 本土においては卜部ら（1957）の幼稚

園児6．9％，学童3．4％，管沼ら（1963）の学童3．7％

等がみられる．これらの報告と比較して著者らの成績は

湯本らのものより低いが，他のものよりはかなり高率で

あった．なお赤痢アメーバ原虫は9 才以下の低年層に低

い値を示した．

（66 ）
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第3 表　年齢別に みた辺戸 の腸管寄生原虫嚢子寄生状況1966

年8 月14 日～18 日 ） 内 は％

年 齢 別　 被 検 者 数

O～9 歳10
～19歳20
～49歳50
歳以上

計

70
78
60

77

285

陽性者数

18（25．7）
14（17．9）
12（20．0）
14（18．2）

赤　　 痢

アメーバ

1（1．4）
3（3．8）
4（6．6）
4（5．2）

58（20．4）　12（4
2 ）

大

ア メ・

－

2（2．

2（3．

3（3．

－

7（2．

結　　 語

著 者らは1966 年8 月， 沖縄本島辺戸， 首里2 地区（計309

名）の腸管寄生原 虫嚢子につい てMGL 法（変法）に

よ る調 査を行 ない，次 の結果 をえた．

1 ）腸管寄生原 虫嚢子陽性者率は辺戸地 区で被検者 数285

名中58 名（20．4％），そ の内訳 は小形 アメーバ35 名（12．3％），

赤痢ア メーバ12 名（4．2％），ランブル鞭毛

虫11 名（3．9％），大腸 アメ ーバ7 名（2．5％），メニー

ル鞭毛虫5 名（1．7％） の5 種であった． 首里地区では

被検者数24 名中陽性者5 名（20．8％），その内訳は小形

アメーバ3 名（12．5％），ランブル鞭毛虫2 名（8 ．3％），

沃度アメーノ气 名（4．3％） の3 種であっ た．

2 ）性別にみた原虫嚢子陽性者率は 辺戸地区男21．3

％，女19．5％， 原虫別ではランブ ル鞭毛虫が 女（2．7

％）より男（5．1％） に多 く認められた，

3 ）年令 別にみた原虫嚢子陽性者率ではランブル鞭毛

虫が9 才以下の 低年 層に11．4％ と 高い ほか， 特別なこ

とは認めなかっ た．

4 ）以上 の成績よ り，沖 縄本島におけ る腸管 寄生原 虫

嚢子は終戦直後高率であつ たも，のが，最近 かなり低 くな

っ てき たこ とが考 えられ る．

稿を終るにあた りご 指導および ご 校閲を 賜っ た大鶴

正 満教授ならびに 調査に 際し て 熱心 な 協力を惜しまれ

なかっ た沖縄寄生 虫予防協会，琉 球衛生研 究所， 那覇看

護学 校， その他の関係の方々に心から感謝しま す．
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SURVEY　OF　THE　INTESTINAL　PROTOZOAN　CYSTS　IN　OKINAWA

Hiroho　SEKIKAWA，　Tadashi　SHIRAKI，　Toshiaki　TSUCHIYA，

Hisashi　ISHIDA

の やαΓ／7・tent　of　Aをぷ。 ／ぶ 。／。幻。 Niigata　Unix ・。，ぷり・＆ ゐ。 ／げA をぷd 。。，　Niigata）
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An　epidemiological　survey　of　the　intestinal　protozoan　incidence　was　carried　out　at　two

areas　of　Okinawa　Island　in　August，　1966．

The　fecal　eχanimation　of　309　inhabitants　（285　1n　Hedo，　24　1n　Shuri）　was　made　by　meansof　the　MGL　（Formalin－Ether）　technics，　and　the　following　results　were　obtained．

1．　In　Hedo　area，　intestinal　protozoan　cysts　occurred　in　20．4％　of　285　individua】s，　andthe　specific　protozoa

included　：　£x2ゐ ／鈿哨ぶnana 　12．3　％，　Entamoeba　histolytica　4．2％， 　Gia㎡加

lamblia 　3．9　％，　Enta。j・・＆z　coli 　2．5　％　and　Chil。。lasti．x。lesnぶ1．7　％．　In　Shuri　area，　20．8％　of24　individuals　were　infected，　and　the　specific　protozoa　included　

：　瓦　nana 　12．5　％，　G．　lamblia

8．3　％　and　lodamoeba　btitscゐ・I’d　4．3　％。

2．　The　incidence　rate　of　G．　latnblia　was　higher　in　males　（5．1　％）　than　in　females　（2．7％yAs　to

the　other　protozoan　incidences，　however，　there　were　no　notable　differences　between　male・group

and　female　group．

3．　In　age　group　under　g　years　old，　a　fairly　high　incidence　rate　（11．4％）　of　G．　／α。iblia

was　noted．

4．　As　is　clear　from　foregoing　data，　it　appears　that　the　recent　incidence　rates　of　intestinal

protozoan　cysts　in　Okinawa　Island　have　decreased　to　some　extent　as　compared　with　those　of　a

few　years　after　the　World　War　II．
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